
（別紙３）

～ 2025年3月31日

（対象者数） 17 （回答者数）
13

～ 2025年3月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

自然体験の拠点のアップデートと備品を購入することによ

り、さらにステップアップした災害時対応訓練ができると考

えます。

2

野菜を植えることから収穫までできたので、次はクッキング

まで行い、食育に繋げていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

土日の開催に限らず、利用者様の長期休暇等をうまく活用し

開催していく。

2

午前中の時間を使いペアレントトレーニングの研修会を開催

する。また、外部講師を招き、講習を受ける。

3

学校休業日を使い交流の機会を作る。土曜日も営業日とでき

るように人員を確保し、利用日の増加を目指す。

○事業所名 コノミチテラス

○保護者評価実施期間
2025年3月1日

○保護者評価有効回答数

2025年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年4月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

他団体との交流が少なくなっている。 平日の活動時間では、交流の時間を作ることが困難である。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催が年１回と機会が

少ない。

土日の開催となるため人員確保が難しい。

ペアレントトレーニングについての知識を持つ職員が少ない。 ペアレントトレーニングについての研修会が開けていない。

事業所だけでなく、外部にも活動の拠点があり、自然体験がで

きる。

自然体験を通して、体幹トレーニングや災害時対応訓練を積極

的に行えている。

農業・園芸の活動が充実している。 子どもたちが土に触れる機会を増やし、感触遊びに繋げてい

る。更に、野菜を育てることの大切さを体験だけでなく座学で

も行えている。

事業所における自己評価総括表公表


